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コントロール群として健常有歯顎者10名を選択した。被験食品には市販ガム 1 枚および硬因物として直径2.5mm ，




















有歯顎者において，硬因物混入ガム岨鴫時には，閉口中に運動が停止した直後に関口運動が生じる経路(経路 1 ), 
閉口中に速度が減少した後も閉口運動が継続し，岐頭販合位に至らない経路(経路 2 )および閉口中に速度が減少
した後も閉口運動が継続し，校頭販合位に至る経路(経路 3 )の 3 経路が認められた。
実験 II: 下顎インプラン卜補綴における硬固物混入ガム阻鴫時の阻鴫運動
下顎インプラント補綴群において，硬因物混入ガム岨噴時のみに認められた阻輔運動経路をコントロール群と比




比較すると，経路 1 が少なく，経路 2 および 3 が多かった。また，経路 2 では阻輔運動経路の変化が生じてから開




経路 2 が多く，経路 l および 3 が少なかった。阻鴫運動経路の変化が生じてから開口に至るまでの時間はコントロー
ル群との聞に差を認めなかった。下顎インプラント補綴群と比較すると，経路 l および 2 が多く，経路 3 が少なかっ
た。上ド顎インプラント補綴群と比較すると，経路 1 が多く，経路 3 が少なかった。経路 2 には差を認めなかった。
[結論]
本研究の結果，インプラント補綴患者においては，残存歯の有無にかかわらず，阻暢運動の反射性調節が有歯顎者
と異なり，食品中に混在する硬固物を阻慣した際に，閉口運動に対して抑制が十分に行われないことが明らかとなっ
た。さらに，全顎的なインプラント補綴における阻暢運動の反射性調節は，部分的なインプラン卜補綴と異なり，食
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品中に混在する硬因物を旧日爵した際に，閉口運動時に佼頭販合位に至らず関口運動が開始されることが明らかとなっ
た。これらの反射性調節の相違には，歯根膜の欠如が関与していることが示された。
以上より，阻鴫中に過剰な負荷がインプラント補綴に加わることが推察され，インプラント補綴に校合を付与する
上で，岨鴫中の負荷の軽減を図ることが重要であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，インプラント補綴における岨暢運動の反射性調節が，有歯顎者とどのように異なり，またインプラント
補綴が部分的になされているか，全顎的になされているかによって，阻暢運動の反射性調節がどのように異なるかを
明らかにすることを目的としたものであるo
その結果，部分的および全顎的なインプラント補綴における阻鴫運動の反射性調節が有歯顎者とは異なり，食品中
に混在する硬固物を眠唱した際に，閉口運動に対して抑制が十分に行われていないことが明らかとなった。さらに，
全顎的なインプラント補綴においては，部分的なインプラント補綴とは異なり，閉口運動途中で開口運動へ移行する
ことが明らかとなった。また， これらの反射性調節の相違に，岨鴫部位の歯根膜感覚の有無が影響を及ぼすことが示
された。
以上より，インプラント補綴においては，閉口運動に対して抑制が十分に行われていないことによって，阻鴫中に
インプラント体に対する負荷が持続することが推察され，インプラント補綴に股合を付与する上で，阻鴫中の負荷の
軽減を図る必要性が示唆され，本研究は，博士(歯学)の学位請求に値するものと認める。
凸。
